
<在住者>里山環境の保全・活用に関する意識調査

アンケと卜へのご協力のお願い

市民の皆さまには、日頃から市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

町田市では 20H年 3月 に町隠市北部丘陵活性r毯計画を策定し「人と人が育む、美しく、
いきいきとした町田ならではの里山をめざして」を目標像に掲げ取り組みを進めてまいりま
した。

社会環境が大きく変化する中、市内には昔ながらの「里曲」の環境が残っており、多くの

方が訪れています。そこで、町田市では東京都内で「者L心から一番近い里山」の資源を活か

し、量山の持続可能な保全につJなげる方策について検討を進めています。
本調査は、市民の皆さまが、市内の里曲tとついて、どのようなご意見やお考えをお持ちい

ただいているかを伺い、調査の結果は、2021年度に策定する「(仮称)町田市里山環境活用
保全計画」の参考として活用することを目的としています。

調査の対象は、小里予路町・上小山田町・下小山田町の約 3,000笹帯を無

作為に選ばせていただき、回答は、18歳以上の方を 1世帯につき2名様
までにお願いすることとしました。

本調査は無記名の調査となります。ご記入いただきました内容は統計

的に処理するため、回答により個人が特定されることはありません。おll亡

しいところ恐縮ですが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

2020年 11月

町田市長 石阪丈―

お問い 里山

TEL: 042-724-2164

ご記入にあたつてのお願い

1 周―世帯において、できるだけ、                     に回答

をお願いいたします。

2 回答はこの調査票に直錢ご記入ください。   ヽ
3 回答はあてはまる番号を「○上歪回んでいただく彪式と回答欄に記述していただく
彪式んヾあります。

4 「その他」に「○」をつけた場合|ま ( )の中に具体的な回答を記述してください。
5 ご記入が終わりましたら周封の返信用封筒 【切手不要】に入れて、

2020年 11月 0日 (0)まで にご投函ください。

里山の保全・活用の取組について

■里山とは          E里 山保全の取組 E里山活用の取組

生活のために利月ヨしてきた

山及び周辺の罰畑のこと

里山環境を保全する取組

(環境保全のほか農林業も含む)

散策などのレクリエーションの

ほか農林業も含む
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里山環境の保全・活用に関する意識調査 調査票

I ご自身につもヽて

間1 あなたの性別は?(Oは 1つ )
1.男性 2.女性

問2 あなたの年齢は?(Oは 1つ )
1.18～ 29歳

4.50～ 59歳

2.30～ 39歳

5.60～ 69歳

3.40～ 49歳

6.70歳以上

間3 あなたの職業は?(Oは 1つ )
1.会社員
4.主婦・主夫

2.自営業
5.無職

3.学生

間4 あなたは、新型至ロナウイルスの感染拡大を受け、生活様式に次のような変化はあり
ましたか?(Oはいくつでも)
1.自宅にいる時間が増えた

3.近所に鶏歩く (散歩する)機会が増えた

5,地域の情報を入手する機会が増えた

人と会う機会が減った

自転車に乗る機会が増えた

特に変化はない

２

４

６

問5 小山田・小野路エリアが都内の里山として貴重な場所となっていることについて、
ご存じでしたか?(○は 1つ)                

｀

1.知 っていた 2.知らなかった

問6 あなたの里由に対する関心や行動の状況について、最もあてはまるものはどれです
か?(Oは 1つ )
.里山の保全や活用に関心があり、なんらかの取組を行つている

塁曲の保全や活用に関心があり、近い将来、なんらかの取組をしようと考えている

里山の保全や活用に関心があるが、すぐには取組を行いたいと思っていない

里曲での活動のことをよく知らないが、なんら

1

2

3

4

5 .里曲のことを知らない。どのような取組にも関わる予定はない

F苺量6‐ 11よ聞Sで
'21丁
31耳 4Jをえらんだ方におたずねしますと

問6-1 どのようなことがあれば取組に参加しますか?(○は3つまで)

)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

国体の活動内容などの情報提供

参加者の声などあ情報提供

グループや親子で参力風できる取組についての情報提供

市役所や学校からの情報提供

企業や団体からの情報提供

アウトドアイベント (音楽、キャンプ等)の機会の提供

飲食・体憩できる場所が増える

その他 (

わからない       .
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Π 里迪―での現状と今後について

問7 町田市の里山の現状について知つていることは以下のうちどれですか?
(○はいくつでも)

間8 町田市の里山は今後どのような場所になるとよいと思いますか?(○は3つまで)

問9 里曲環境を今後も残していくために重要だと思うキーワードは、以下のうちどれで
すか?(Oは 3つまで)

１

２

３

４

５

６

７

８

農業従事者などが高齢化している

耕作放棄地・管理放棄林が増加している

多様な生物が生息する貴重な環境である

多摩丘陵の原風景が残った貴重な場所である

市内外に熱心なファンがいる

自転車や散策で訪れる人が増えている

市内でも一部にしか魅力が知られていない

その他 ( . )

)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

幅広い世代の人が活躍する場所   :
地域住民が活躍する場所

農地や林地の管理が行き屈いている場所

多様な生物が生息できる環境が保全されてぃる場所

多摩丘陵の原風景、昔からの生活文化が残されている場所

市内外に魅力が発信され、多くの人が訪れる場所

自然の中で子どもが安ッかして遊べる場所

自転車や散策を楽しむ人が多い場所        _
その他 (

Ⅲ 塁山での取組について

1.農業体験
|

2.地場産野菜
3.散策 (コ▼ス・案内・観光)
4.飲食・交流                               

′

5.キ ャンプ、グランピング (備晶や食材・食事などがあらかじめ用意されたキャンプ)
6.ワーケーション (テ レワークを活用し、働きながら休暇をとる過ごし方)
7.木材 (加工・販売)
8.子どもの遊び・環境教育
9.自転車 (コース・レンタル・観光 )
10.自然環境の保全

H.人材 (活動をする人 )
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問 10 里山環境を今後も残していくために市が力をいれて取り組めるとよいと思う事業は
以下のうちどれですか?(Oは 3つまで)
1.塁山環境を保全・活用する人が活躍できる環境の整備
2.塁曲環境で活躍する人同士や地域住民と交流を行う仕組みの整備
3.里山環境を活用する企業や団体の誘致
4.地域住民と来訪者などが交流できる環境の整備
5`子どもの遊び場や環境教育の場の整備
6ど 地域の雇用創出など経済的な循環を生み出すための支援

7.鶴見川源流域の環境保全 (河川の治水対策)
8.多様な生物を育む空間、生物多様性の確保
9.美しい丘陵の風景の保全・再生 '

10.来訪のきっかけとなる里曲の魅力的な情報発信      |
H.余暇、休養の場としての里臨環境の活用

間 11 今後、里山での取組に関わる人が増えるようにするには、どのようなことがあると

よいと思いますか?(Oは 3つまで)
1.ポスター掲示やチラン配布などにより、塁山の魅力や情報を広く市民に発信する
2.取組を行う市民、企業や団体を募集する
3.取組を始める人を市が支援する
4.ボランティアの募集・育成を強rとする
5,大学・学校との連携を強化する
6.里山活用の市民アイディアを募集する
7.取組を行う人と土地の所有者を市がつなぐ
8.散策等が楽しめる環境の整備、活用方策を強化する
9.農産物の直売所の開設・運営支援を強化する
10.環境教育の取組を充実する

.

H。 その他 ( )

自1由記述

最後に、町田市の里山環境の保全と活用に関してご意見やご要望がありましたら、

ご自由にお書きください。

以上でアンケートは終了です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。
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<来訪者>里山環境の保全・活用に関する意識調査

アンケートヘのご協力のお願い

0●00●にお越しいただき (ご参加いただき)あ りがとうございます。
町躍市では 20H年 3月 に町田市北きる丘陵活性化計画を策定し「人と人が育む、美しく、
いきいきとした町田ならではの里山をめざして」を目標像に掲げ取り組みを進めてまいりま

した。
/ 社会環境が大きく変化する中、市内には昔ながらの「里猛H」 の環境が残っており、多くの
方が訪れています。そこで、町田市では東京都内で「者B心から一番近い里曲」の資源を活か

し、里曲の持続可含とな保全につなげる方策について検討を進めています。

本調査は(市民の色ヒさまが、市内の里山について、どのようなご意見やお考えをお持ちい
ただいているかを伺い、調査の結果は、2021年度に策定する「(r反称)町田市里曲環境活用
保全計画」の参考として活用することを目的としています。
この調査は0●0●●に来訪された (ご参加された)方 1こ回答をお願いし
ています。この調査は無記名の調査となります。ご記入いただきました内容

は統計的に処理するため、回答により個人が特定されることはありません。

お忙しいところ恐縮ですがでご協力いただきますようお願い申し上げます。

2020年 11月

町田市長 石阪丈一

【お 合ヽわせ】町田市経済観光部農業振興課北部・里山担当
TEL: 042-724-2164                    .

1 回答|よこの調査票に直接ご記入ください。
2 回答はあてはまる番号を『O」 で囲んでいただく形式と回答欄に記述していただく
形式があります。   ―
3 「その他」に「○」をつけた場合は ( )の中に具体的な回答を記述してください。
4 ご記入が終わりましたら同封の返信用封筒 【切手不要】に入れて、

でご回答いただけた方は、施設職員 (イ ベント主催者)にお渡しください

2020年 11月 0日 (0)まで
の場5

ご記入にあたうてのお願い

にご投函ください。

里山の保全・活用の取組について

E里山とは          ■里山保全の取組 ■塁山活用の取組

生活のために利用してきた

山及び周辺の田畑のこと

里山環境を保全する取組

(環境保全のほか農林業も含む)

散策などのレクリエーションの

ほか農林業も含む
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里山環境の保全・活用に関する意識調査 調査票

I 来訪にあたつて

問1 来訪にあたつて、主 1迅どのように情報を得ましたか?(Oは 1つ )

間2 主にどの交通機関を利用しましたか?(Oは 1つ )

問3 ご自宅から来訪の目的地までどのくらいかかりましたか?(Oは 1つ )

1.市の情報誌 (市報)
4.活動団体のホ▼ムページ
7.その他 (

2.市のホームページ
54 SNS

3.活動団体の広報誌
6.知人・友人

)

1.電車
4。 自転車

２

５

バス

徒歩

3.自動車・バイク

6。 その他 ( )

1,30分未満 2.30分～ 1時間未満 3.1時間以上

間4 本国の来訪の主な目的は何ですか?(Oは 1つ )
1.散歩・散策
4.自然観察
7.運動・スポーツ
10。 その他 (

2.風景を観に
5。 家族や友人と遊びに

8.犬の散歩

3..休憩

6.催事・イベント
9.写真撮影

)

間5 今回の目的での来訪は何回目になりますか?(Oは 1つ )
1.今日がはじめて   2.2～ 5

｀
3.5ん 10回未満   4。 10国以上

Ⅲ ご自身について
間6 あなたの性別は?(Oは 1つ )
1.男性 2.女性

間7 あなたの年歯FAは ?(Oは 1つ )
生
上
　

４

.18～ 29歳

.50～ 59歳

2.30～ 39歳

5.60｀ 69歳

3.40～ 49歳

6。 70歳以上

問8 あなたの職業は?(Oは 4つ )
１

４

会社員

主婦・主夫

２

　

５

自営業

無職

3.学生

間9 あなたのお住まいの地区をお答えください。(○は 1つ )
11相原・小山地区
2.忠生・小山田地区

3.町田・工川学園地区

4.小野路・鶴川・
三輪地区

5.成瀬・南地区

6.町田市外 → (自治体名 :

(相原町・小山町・小曲ヶ丘)

(小山田桜台・上小山田町。本曽町・木曽西・木曽東・下小山田町・

図師町 ,忠生・常盤町・根岸・根岸町・矢部町
t山崎・山崎町)

(玉川学園・旭町・南大谷・東玉用学園 ,中町・本町田・原町田・

森野・藤の台)

(大蔵町・小野路町・金井・金井ヶ丘・真光寺・真光寺町・広袴・

広袴町・三輪町・三輪緑山・薬師台・鶴川 。野津田町・能ヶ谷)

(小ナI:・ 金森・金森東・高ヶ坂・つくし野・鶴間・成瀬・

成瀬が丘・成瀬台・南つくし野・南成瀬・西成瀬・南町田)

最寄り駅 : )
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間 10 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、生活様式に次のような変化はありましたか?
(Oはいくつでも)

1.自宅にいる時間が増えた

3.近所に出歩く (散歩する)機会が増えた
5.地域の情報を入手する機会が増えた

人と会う機会が減った

自転車に乗る機会が増えた

特に変化はない

２

４

６

皿 里曲での現状と今後について

１

２

３

４

５

６

７

８

農業従事者などが高齢化している

耕作放棄地・管理放棄林が増力Eしている

多様な生物が生息する貴重な環境である

多摩丘陵の原風景が残った貴重な場所である

市内外に熱心なファンがいる

自転車や散策で訪れる人が増えている

市内でも一部にしか魅力が知られていない

その他 (` )

聞 11 町田市の里山の現状について知つていることは以下のうちどれですか?
I (Oはいくつでも)

問 12 町田市の里山は今後どのような場所になるとよいと思いますか?(Oは 3つまで)

Fロロ13 里山環境を今後も残していくために重要だと思うキTワードは、以下のうちどれで

すか?(Oは 3つまで)
1.農業体験
2.地場産野菜
31散策 (コース・案内・観光)
4.飲食・交流
5.キ ャンプ、グランピング (備品や食材・食事などがあらかじめ用意されたキャンプ)
6.ワすケーション (テ レワークを活用し、働きながら休暇をとる過ごし方)
7.木材 (加工・販売)
8.子どもの遊び・環境教育
9.自転車 (コエス・レンタル・観光) |
10.自然環境の保全

H。 人材 (活動をする人)

3

１

２

３

４

５

６

７

８

９

幅広ぃ世代の人が活躍する場所

地域住民が活躍する場所

農地や林地の管理が行き届いている場所

多様な生物が生息できる環境が保全されている場所

多摩丘陵の原風景、昔からの生活文化が残されている場所

市内外に魅力が発信されぃ多くの人が訪れる場所

自然の中で子どもが安心して遊べる場所

自転車や散策を楽しむ人が多い場所

その他 (

IV 里曲での取組について



闘 14 里曲環境を今後も残していくために市が力をいれて取り組めるとよいと思う事業 Iま

以下のうちどれですか?(○は3つまで)
1.里山環境を保全 。活用する人が活躍できる環境の整備
2.里山環境で活躍する人同士や地域住民と交流を行う仕組みの整備
3.里山環境を活用する企業や団体の誘致
4.地域住民と来訪者などが交流できる環境の整備  '
5。 子どもの遊び場や環境教育の場の整備

6.地域の雇用創農など経済的な循環を生み出すための支援
7.鶴見川源流域の環境保全 (河チfIの治水対策)
8.多様な生物を育む空間、生物多様性の確保

9.美しい丘陵の風景の保全・再生
10。 来訪のきっかけとなる里山の魅力的な情報発信

H.余暇、体養の場としての里山環境の活用

問 15 今後、里山での取組に関わる人が増えるようにするには、どのようなことがあると

よいと思いますか?(Ofよ 3つまで)

1.ポスター掲示やチラン配布などにより、里山の魅力や情報を広く市民に発信する

2.耳又組を行う市民、企業や団体を募集する

3.取組を始める人を市が支援する
4.ボランティアの募集・育成を強化する
5,大学・学校との連携を強化する
6.里曲活用の市民アイディアを募集する
7.取組を行う人と土地の所有者を市がつなぐ
8.散策等が楽しめる環境の整備、活用方策を強化する
9.農産物の直売所の開設・運営支援を強r毯する
10.環境教育の取組を充実する

H,その他 (

間 16 再度訪れたい'(参加したい)と思いますか?(Oは 1つ )
1.訪れたい 2.訪れたくない 3.どちらでもない

間 17 小野路宿里山交流館のホエムページをご覧になつたこと|まありますか?(Oは 1つ )
1.よ く見ている

3,知っているがちゃんと見たことがない
2.た まに見ている

4.あることを知らなかった

問 18 小野路宿里山交流館のSNSをご覧になつたことはありますか?(○は1つ )
1.よ く見ている

3.知っているがちゃんと見たことがない
2.た まに見ている
4.あることを知らなかった

以上でアンケートは終了です。ご協力いただき、誠にありがとう
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ございました。


